第１回　鶴岡市市の魚制定委員会　会議録
○日　時　平成２７年８月５日（水）午後１時３０分～

○会　場　鶴岡アートフォーラム大会議室
○委員出席者　鶴岡市市の魚制定員会委員６名
○市側出席者　事務局６名

（午後１時３０分　開会）

１　開会

２　あいさつ（委員長）
　第１回目の委員会での決定を基に、６月１０日から７月２１日まで公募を行い、総数１８８件の応募があったと聞いている。今回はその結果をふまえ、制定委員会の意見としての「市の魚」を選びたいと思う。

鶴岡市のシンボルとしての最良の「魚」を選定できるよう、皆様方からの忌憚のないご意見を頂戴したい。
３　報告
【資料１】を用いて事務局より説明
４　協議

　　委員会の意見の取りまとめについて　
（委員長）
　ただいまの事務局からの報告を踏まえ、各委員からのご意見を頂きたいと思います。

（委員）
まず、どこに重きをおいてきめるかという事をはっきりさせると、おのずと決まってくると思う。票が多いものを重要視するのか、美味しさを重要視するのか。
（委員）
　票で言えばクロダイがダントツだが、これは一つに決めるべきなのか、複数でもよいのか。複数でもよいならば、旬の食材としての扱いも出来るのかなと考えた。多方面から考えると複数になってしまう。始めに魚をいくつにするか決めてから議論してはどうか。
　クロダイは、派手ではないけれど質実剛健な鶴岡市民の気質を表し、ふさわしいと思う。

（委員）

　鶴岡市としては、市の魚は１つと考えているのか。複数でも可と考えているのか。そこを伺いたい。
（事務局）
　他県、他市町村の制定状況をみると複数制定しているところも見受けられ、様々な観点から様々なご意見あると思うが、「市のシンボル」という事を考えると、事務局としては１種類と考える。
（委員）

　やはりクロダイかなという思いはあるが、食文化としてはクロダイは弱い。また、釣る人たちの思いが得票数に現れている気がする。投票ではなくモニター方式にしてみればまた結果は違ったかもしれないが、公募結果が出ている以上、クロダイだと思う。それだけ鶴岡の人たちにとっては思い入れの強い魚。ただ、ユネスコの食文化創造都市認定を受けた事など考えると、食べて美味しい魚を加えてはどうかという思いもある。ただ、クロダイを美味しく食べる料理法をこれから考えたり、様々展開していくことは可能だと思う。
（委員長）

　結果をみると応募者の８２％がクロダイに投票している。結果は尊重するべきと思うが、鶴岡市が取り組んでいる食文化からみると弱いというのが気になるところである。昔は魚をリヤカーで売り歩いていた。今はパックや切り身の魚が主流になり、旬を食べるという文化が廃れてしまった。魚の食文化の変化がこの結果に表れているように思う。

（委員）
　鶴岡の歴史を象徴するクロダイの他に、食文化も考慮して選定してもらう、という提言の仕方もあると思う。最終的には市長が決めることであるので、この場では様々な意見を述べた方が、この委員会としてはふさわしい提言となのではないかと思う。食文化を考慮して選んでくれという提言の仕方もあると思う。
（委員）
　故郷に帰省した人たちがお土産に持って帰る魚は、口細が多いと聞く。大口でなく口細というネーミングもいかにも鶴岡らしい。

（委員）

　山形県に住んでいてクロダイとサクラマスは筆頭で教えなければならない魚。残念ながらクロダイは漁業としてはたくさん獲れる魚ではないため、一般的に食べ方について知られていない部分が多いが、栽培漁業で増やし、たくさん獲れるようになれば、食べ方の研究も進み、食文化にも結び付けられると思う。
（委員）

旧温海町の魚はクロダイだったと思うが。

（委員）

　町の魚に制定されたことで、何か波及効果はあったものか。

（事務局）

　消費が伸びた等の効果は特にないが、なぎさ釣りといった漁法、稚魚放流活動に結びついている。
（委員）

　魚を制定した後に、それを外に向けて発信していくことを考えると、先ほどあったようにクロダイを食してもらえるよう工夫していきましょうという方法も一つだと思うが、寒ダラはこれまで各地で寒ダラ祭りを行い、飲食店でも提供してきたものなので、食文化創造都市として食文化を象徴できるような魚も必要ではと思う。複数ではダメというなら、公募結果どおりクロダイとなるのだろうが、クロダイが市の魚となった後の展開が見えてこない。鶴岡の歴史を代表して「クロダイ」、鶴岡の食文化を代表して「マダラ」としてはどうかと思う。
（委員長）

ただいま委員のほうから、歴史と公募の結果を尊重してクロダイ、食文化の面からも提言した方がよいのではということで、マダラとの意見がありましたが、みなさんいかがですか。
（委員）

　それでしたら、口細も入れていいのでは。１位と２位の間には大きな開きがあるけれど、２位と３位の間にはあまり差がない。ぜひ口細も入れてほしい。

（委員）
　クロダイがこれだけ票を集めたというのは事実。しかし、今後展開を考えると、マダラも面白いと思う。釣るもの、食べるもの、目的別に魚を決めてもいいと思うが。１つということになると、市長がどう考えるかという事になってくると思う。歴史的なものをとるか、食文化をとるか。
（委員長）

　ひととおり意見伺ったが、なかなか選び難い。公募結果、歴史、食文化それぞれ尊重しないといけない。クロダイを選定することは異議なし、そこに食文化も尊重したいと各委員の意見がそろいましたので、クロダイ、マダラ、口細カレイの３つを選定する事としたい。
（事務局）
ただいまの委員会の意見を市長に報告させていただき、その上で市の魚を決めさせていただく。
（事務局）

ただいま候補にあがった３魚種が市の魚に制定された場合の、今後のPR・活用方法についてご意見を頂きたい。マダラ、口細は今後の展開等も見据えて候補にいれた訳だが、クロダイについてもご意見伺いたい。
（委員）
　「市の魚制定祭り」を開いてはどうか。ひとつの節目な訳なので。どの魚になるにしろ、アピールになるのでは。
（委員）

例えばクロダイだとしたら釣り人への展開だと思うので、これまでは釣った人たちが家でさばいていたものを、魚屋に持ち込めるように優遇するとか、決まれば展開はいろいろ考えられると思うが。
（委員）

マスコットを作って魚屋に置くのはどうか。

（委員）

クロダイは市で稚魚放流しているわけだが、マダラ、口細であれば漁獲量等増やす方法を市、県で検討する必要あるのでは。
（事務局）

マダラは回遊するので、たとえ稚魚放流しても庄内で獲れるとは限らず、他県にまたがった広域的な取り組みをしていく必要がある。

　

（午後３時　閉会）
